
指標 

Process

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 

Ａ）開設者と直接関係のない他の病院又は診療所から紹介状

により紹介された一ヶ月間の患者数 

Ｂ）開設者と直接関係のない他の病院又は診療所への一ヶ月

間の紹介患者数 

・救急件数に左右されるため、日本病院会の定義と同じく救

急搬入は含めない。 

・診療情報提供料を算定した患者数 

分母 

一ヶ月間の初診患者数－（①救急自動車により搬送された患

者 

＋②休日又は夜間に受診した患者（休日、時間外加算患者数）

＋③健康診断を目的に受診し、治療を開始した患者） 

地域医療支援病院の紹介率・逆紹介率の初診患者数の算出方

法による 

収集 

期間 
１ヶ月毎  

調整 

方法 

紹介・逆紹介患者率 
Ａ）紹介患者率 Ｂ）逆紹介患者率 

Ａ）紹介患者率 

 ほとんどの病院で大きく減少しています。2022年の新型コロナウイルス感染症に対する政府の無策は地域医

療を崩壊させ、地域医療を支えていた民医連病院がその影響を大きく受けたのではないかと推察します。さら

に、紹介外来重点医療機関制度の創設などの令和4年度医療改定により、患者の奪い合いとも呼ばれる状況が顕

著になったのではないかとも推察します。 

数値指標のいずれも2021年から減少させています。2021年迄は病院規模に関わらず紹介患者数の増加が見ら

れ地域の医療機関からの信頼を得て紹介率をあげる取り組みが下支えとなっていましたが、戦略の見直しが求

められるかもしれません。 

Ｂ）逆紹介患者率 

 紹介患者率ほどではないものの、全体的に減少傾向にあります。数値指標のいずれも減少していますが、一

部の病院では逆紹介率が増加しています。紹介していただいた患者を抱え込んでいることではないものの、転

院先等の確保が困難であった結果がこの指標に表れていると考えられます。 

いずれの指標についても、地域の中での位置づけによりその割合は異なるため、病院間の相対的な比較はでき

ませんが、経営指標の一つとしてこれらの指標が活用され、経時的な変化を捉えることが重要だと考えられま

す。 
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指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 

・他の医療機関との連携、機能分化を促すための指標 

2022年間数値報告 

Ａ) 紹介患者率  

最小値 4.61  25％値 10.91  中央値 18.17  75％値 32.01  最大値 57.97 

Ｂ) 逆紹介患者率  

最小値 0.00  25％値 13.56  中央値 25.01  75％値 46.15  最大値 90.81 

回答病院 A)68  B）68


















